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 越谷市地域公共交通計画（素案） 概要版

本市の現状整理を踏まえ、公共交通の課題を以下の通りまとめます。 

１ 計画策定の背景と目的 

・本市では、まちづくりを支える公共交通網の充実を図るため、平成２７年度に「越谷市地域公共交通網形成計

画」を策定しました。この計画では、本市の公共交通に関する現状や課題を整理したうえで、本市の公共交通

網の基本方針を「利便性が高く持続可能な公共交通網の形成」とし、計画目標やその達成に向けた取組み内容、

役割分担の設定を行い、新たな公共交通の導入検討や公共交通ガイドマップの作成などの事業を令和2年度ま

で実施してきました。 

・近年、人口減少等に伴い公共交通サービスの維持・確保が厳しさを増す一方、高齢者の運転免許の返納が増す

等、地域の移動手段を確保することがますます重要になっているため、国は、令和２年に「地域公共交通の活

性化及び再生に関する法律」を改正しました。これにより、公共交通事業者を対象とした持続可能な地域公共

交通網の形成という「地域公共交通網形成計画」の目的が、地域全体の輸送資源を対象とした地域旅客運送サ

ービスの持続可能な提供の確保と改正され、併せて当該計画の名称も「地域公共交通計画」に改められました。

・従前の計画の基本方針を踏まえつつ、地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する次期計画として

「越谷市地域公共交通計画」を策定します。 

２ 計画の区域、期間 

本計画の区域：越谷市全域 

本計画の期間：令和３年度～令和８年度の６年間 

３ 越谷市の公共交通の課題 

課題１ 少子高齢化に伴い、公共交通網の維持・充実が必要 

課題３ 鉄道駅周辺が主たる交通結節機能をもつため、鉄道駅周辺の公共交通環境を改善することが必要 

課題２ 公共交通による乗合交通利用圏域の減少への対応に、地域全体で取り組むことが必要 

課題４ 新技術をどのように利用するか検討することが必要 

・人口は令和4年の34.6 万人をピークに減少に転じ、高齢化率は年々上昇する（30年後には34.7％）

・市街化区域に人口が集中する一方、市街化調整区域は人口が分散し、高齢化率が高い 

・全国的に、高齢者の運転免許返納件数が増加

・本市の公共交通網は、鉄道駅を中心としたバス路線網が構築されている 

・本市の公共施設や商業施設などの多くは、鉄道駅周辺に集中して立地している 

・市内から市外（都内など）へ移動する方の多くが鉄道を利用している

・MaaSの導入や新技術は、乗合交通利用圏域の拡大や、観光振興の一翼を担うことが期待されている 

・越谷市を含む周辺７市町で設立された「新たなモビリティサービスによる「まち」づくり協議会」では、

新技術を活用し、シームレスで、安全で自由に移動できる社会の実現を目指すこととしている

４ 目指すべき将来像と基本方針、目指すべき公共交通ネットワーク 

・今後の人口減少及び超高齢社会を見据え、地域の協働や多様な輸送資源により、既存及び新たな交通ネットワ

ークの維持・確保を図ります。また、公共交通の利用しやすさの向上や利用促進を図り、公共交通利用者数を

確保することにより、利便性が高く持続可能な交通ネットワークの形成を図ります。 

基本方針１ 地域の実情に応じた持続可能な交通ネットワークの形成 

地域全体でつくり育てる、 

利便性が高く持続可能な交通ネットワークのある都市 

地域住民の誰もが気軽に乗合交通を利用し移動できるよう、バス路線の維持・充実を図ることを軸とし

ながら、地域住民、公共交通事業者及び市が連携し、地域の実情に応じた持続可能な交通ネットワークの

形成を図ることで、乗合交通利用圏域の拡大を目指します。 

基本方針２ 誰もが利用しやすい公共交通環境の整備 

公共交通は、誰もが利用しやすいよう配慮するとともに、MaaSなどの新技術の導入により、シームレ

スなサービスが求められています。また、本市の公共交通網が鉄道駅を中心に形成されていることから、

車両、鉄道駅及び交通結節点の機能強化を図ることで、地域住民はもとより、誰もが利用しやすい公共交

通環境を整備し、公共交通サービスの向上を目指します。 

基本方針３ 「みんなで公共交通に乗って、守り、育てる」意識の醸成 

持続可能な交通ネットワークの形成に向け、公共交通サービスに係る情報を発信することや、公共交通

利用初心者などへ公共交通の利用方法を普及することで、「みんなで公共交通に乗って、守り、育てる」

意識の醸成を図り、公共交通の利用促進を目指します。 

目指すべき公共交通ネットワークのイメージ 

基本方針１に基づき、越谷市の交通ネットワークの形成方針

を以下のとおりとします。 ・バス路線の新設があるものの、休止や廃止も行われており、乗合交通利用圏域は減少（約70％） 

・市内の車両を保有する事業者のうち約3割は、公共交通を補完する交通手段としての対応が可能と回答

・全国的に乗合自動車の運転手が減少しており、バス路線の維持に影響を及ぼしている
●各公共交通機関の役割を明確にし、既存の公共交通網を活用

鉄道   他都市との広域移動を担う移動軸、また大量の

移動需要に対応する役割を担う 

路線バス 地域間または地域内の移動を担い、また、鉄道

とタクシーの中間の移動需要に対応 

タクシー 福祉や観光を含めた多様な利用者ニーズにきめ

細かく対応

●新規交通検討地域では、既存の乗合交通と連携できるよう、

市民、事業者及び市の協働による、持続可能な公共交通の構

築を検討します

新規交通検討地域 
既存の乗合交通との 

連携イメージ 

越谷市の公共交通の将来像 

意見公募（パブリックコメント）用 意見公募期間 令和３年６月１日（火曜日）～６月３０日
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５ 将来像や基本方針を達成するために取組む事業 
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６ 計画の実現に向けた評価指標 

実施事業１-１ バス路線の維持・充実（継続） 
・バス事業者と市が連携し、利用者のニーズに応じたバス

路線の維持、新設や見直しに努める

実施事業１-２ 関係者の協働による新たな公共交通 

の導入に向けた取組み（継続） 
・乗合交通が利用しづらい地域におい

て、地域に適した運行形態の検討、

事業者の既存の車両を活用した運

行手段の検討を実施 

・モデル地区の検討状況を踏まえ、ガ

イドラインを作成し、他地域への活

用、展開を目指す 

実施事業１-３ 地域の多様な輸送資源を活用する取組みの検討（新規） 
・既存のバス路線では行き届かない移

動ニーズを満たすため、また、新た

な公共交通の導入が難しい新規交

通検討地域において地域旅客運送

サービスを確保するため、地域公共

交通活性化再生法の輸送資源を総

動員する考え方に基づき、市内の多

様な輸送資源（自家用有償旅客運

送、福祉輸送、企業の送迎バス等）

を活用する取組みを検討 

実施事業２-１ 公共交通利用環境の改善（継続） 
・バス等の待合環境整備、バスまちスポット等の登録拡大

実施事業２-２ サイクル＆バスライドの推進（継続） 
・サイクル＆バスライドの拡大に向け、駐輪場の必要性や

可能性の検討、並びに整備、周知を実施 

実施事業２-３ ノンステップバスの導入促進（継続） 
・誰もが利用しやすいノンステップバスの導入促進を図る

実施事業２-４ 鉄道駅のバリアフリー化（継続） 
・ホームドアの設置推進、駅ホームでの声かけサポート講

習会を実施 

実施事業２-５ 鉄道駅における乗り継ぎ円滑化（継続）
・鉄道、路線バス、タクシーの情報に加え、観光案内など

の情報を追加した案内板（多言語対応）を整備 

実施事業２-６ 新たなモビリティサービスの検討（新規） 
・市民の公共交通の利用状況やニーズを

踏まえ、本市における持続可能な交通

ネットワークの形成に向け、次世代モ

ビリティの導入の可能性を検討しな

がら、ICT を活用した本市における

MaaSのあり方を検討する 

実施事業２-７ バスロケーションシステムの導入促進（新規） 
・バスの遅延、接近状況をリアルタイムで提供するバスロケーションシステム

の導入など、利用者へ運行情報を提供する取り組みを進め、周知することで、

路線バスの利用促進を図る 

実施事業２-８ 交通系 IC カードの導入促進（新規） 
・交通系 ICカードは、複数の移動手段をシームレスに利用するＭａａSと組み

合わせ、公共交通の利便性を高める効果があるものと考えられることから、

交通系 IC カードの導入の取組みを進め、公共交通の利用促進を図る 

実施事業３-１ モビリティ・マネジメント（継続） 
・市とバス事業者の協力による「バスの乗り方教室」の開

催や、出前講座による本市の公共交通の考え方の周知に

より、日常生活における移動手段として公共交通を活用

するきっかけとなるような取組みを検討 

実施事業３-２ 公共交通網に関する 

情報案内の充実（継続） 
・鉄道、バスの路線網や、タクシーの

営業所など、市内の公共交通に関す

る情報を網羅した公共交通ガイド

マップを作成し、公共施設・民間施

設へ配布することで、さらなる公共

交通の利用促進を図る 

実施事業３-３ バス・タクシー運転者の 

確保・育成（新規） 
・事業者による運転者の積極的な募集、

育成とともに、運転者を確保するため

のさらなる取組みとして、バス・タク

シー事業の魅力を紹介し、バス・タク

シー運転者の増加に結び付く取組み

の推進を図る 

実施事業３-４ シルバーサポーター制度の導入促進（新規） 
・高齢者の交通事故の抑制と、公共交通の利用促進をはかるため、公共交通事

業者や、公共交通によるアクセス性が高い店舗へ、「シルバーサポーター制度」

の導入を促進する 

指標１ 公共交通に対する満足度 

67.5％ 70％ 

※公共交通の満足度：市政世論調査における鉄道、バス、タクシーそれぞれの満足度の平
均値（各交通機関における「とても満足」、「やや満足」の回答比
率の合計を、その交通機関の満足度とする。）

現状（ 令和2年度 ） 目標（ 令和8年度 ）

指標３ 公共交通の利用頻度 

35.6％ 増加 

※公共交通の利用頻度：市政世論調査における鉄道、バス、タクシーそれぞれの利用頻度
の平均値（各交通機関における「常に利用している」、「よく利
用している」、「ときどき利用している」の回答比率の合計を、その
交通機関の利用頻度とする。）

現状（ 令和2年度 ） 目標（ 令和8年度 ）

現状 70.5％ 目標 76.5％以上 

※乗合交通利用圏域のカバー圏域：鉄道駅1km、バス停 300ｍの範囲でカバーされる 
面積比率

指標２ 乗合交通利用圏域のカバー率 

現状（ 令和2年度 ） 目標（ 令和8年度 ）

指標４ 公共交通の利用者数 

304,192人/日 

※1日平均利用者数：越谷市統計年報における鉄道、路線バス、タクシー、
新たな公共交通の利用者数の合計値

目標 維持 

現状（ 令和2年度 ） 目標（ 令和8年度 ）


